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１．本事業の概要 

 

（１）本事業の目的（仕様書より） 

待機児童の解消を図るため、「待機児童加速化プラン」に基づく５０万人分の保育所等の整備を進める中、保育

人材の確保が喫緊の課題となっているが、同時に保育人材の質を確保しなければならない。 

 本事業において、保育所、幼保連携型認定こども園及び地域型保育事業（以下、「保育所等」という）の主任保育

士及び実習指導を行う保育士を対象に、最新の保育施策の動向や関係法令、保育所等の運営における課題への

対応を学ぶための研修を実施するとともに、研修により得られた知見を広く公表し、保育所等の運営に係る課題や

解決策等について周知・広報を図る。 

 

（２）研修会の実施 

主任及び候補者等の管理職・リーダー層の保育者を対象に以下の研修を実施する。 

① 主任保育士研修会（東京開催 2 回、大阪開催 2 回の計 4 回） 

② 保育所等実習指導研修会（東京開催 1 回） 

 

（３）本事業の施設種別の対象  

① 保育所及び認定こども園 

② 地域型保育事業（事業所内保育事業・小規模保育事業） 

③ 平成 30 年度までに上記①②の施設種別へ移行、又は開設予定の保育施設 

※ 対象の詳細は、各研修会の事業概要に別途記載している。 

 

（４）研修会開催の広報 

各研修会の実施要領の作成および周知 

（周知方法） 

① 各都道府県・指定都市・中核市の保育士研修担当への広報（管下の市区町村・全保育所等へ周知） 

② 日本保育協会ホームページでの広報・周知 

③ 日本保育協会機関誌での広報・周知（会員及び購読者等 約 9,000 ヶ所） 

④ 日本保育協会の全国各支部への広報（会員施設約 8,300 ヶ所へ） 

 

（５）研修受講者の管理 

 本事業の業務上使用する研修受講者の申込内容や提出物等の情報について、当協会が定める「個人情報保護

規程」及び「個人情報保護実施要領」に基づき、本業務を遂行した。管理内容は、以下の通り。 

≪WEB 申込受付、受講票の送付、事前課題の取りまとめ・集計、受講費の入金管理、研修当日の受付・受講状況

の確認、事後課題の取りまとめ、集計、修了証の発行等を研修受講者ごとに管理≫ 

 

（６）受講者への事前課題 

 受講者に対して、選択項目および記述項目による事前課題を課した。目的としては、研修会の一環として、日頃の

保育所等の運営や保育実践の振り返り、課題の整理をすることで、研修当日への意識づけ・導入とし、研修効果の

向上を図るものである。また、講義資料の作成や当日の進行の参考資料となるよう研修講師にも情報提供を行い、

受講者のニーズ把握にも活用している。 
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（７）受講者への事後課題 

受講者に対して、記述項目による事後課題を課した。目的としては、研修会の一環として、研修全体の学びや気

づきを振り返り（リフレクション）、ご所属、または所属予定の保育所等にける行動計画（アクションプラン）を立てるこ

とにより、研修当日の学びによる知識向上や意識変容に加え、継続的に行動変容を促すこととしている。 

 

（８）受講者による研修内容の評価のためのアンケート調査 

 研修の内容について、受講者が具体的に評価できるよう、受講者の属性、以下のアンケート項目（選択肢形式）や

必要にあわせてその回答の理由（自由記述形式）を収集・集計する。選択肢形式において定量的に分析・比較し、

自由記述形式において、選択肢よりも具体的な内容や運営・企画側が見落としていた視点について分析する。 

① 研修会の基本コンセプト及び研修のねらいが達成できたか≪達成度≫ 

② 各講義に対して、どの程度、講義内容を理解したか≪理解度≫ 

③ 各講義に対して、どの程度、学んだ内容を保育実践や運営等に活用できるか、その理由≪活用度≫ 

④ 各講義に対して、受講者（経験・知識等）に即した研修内容か、その理由≪適切度≫ 

※上記 4 項目は、6 段階の尺度で評価をする。 

⑤ 特によかった講義、特によくなかった講義に関する理由 

⑥ 研修運営に対する感想・意見、今後の改善点・提案 

 

（９）修了証の発行 

 修了証は、事前及び事後課題を指定通りに提出し、すべての講義を受講・修了した方に発行する。なお、受講状

況は、WEB システム（受講者ごとに振られたバーコードの読み込み）を活用し、講義ごとに出席確認管理を行って

いる。 

 発行については、研修会修了後から約１ヶ月後を目途に、申込書に記載の住所宛に発送している。 

 

 

２． 研修会の開催実績及び受講者による事前課題の集計結果 

 

（１） 主任保育士研修会 

 

１） 主催 

厚生労働省・社会福祉法人 日本保育協会 

 

２） 本事業の基本コンセプトおよび研修のねらい 

（基本コンセプト） 

主任等（準ずる保育士含む）としての役割を把握し技術の向上を図る。 

 

（研修のねらい） 

・主任等の多様な役割に気づき、自園での役割、あり方を探る。 

・管理職・リーダー層として、自らの専門性を高める。 

・保育に関する最新のトピックや他園の実践を学び、保育の質の向上を図る。 

 

３） 対象 

① 保育所等の主任保育士、認定こども園の主幹保育教諭 
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② 副主任保育士、指導保育教諭及びそれに準ずる保育士・保育教諭 

 

４） 経費 

研修会受講費４，５００円 

 

５） 研修期間および場所 

（東京開催①） 

日 程：平成 29 年 11 月 29 日（水）～12 月 1 日（金） 

場 所：大崎ブライトコアホール（東京都品川区北品川 5-5-15） 

 

（大阪開催①） 

日 程：平成 29 年 12 月 6 日（水）～8 日（金） 

場 所：ホテルモントレグラスミア大阪（大阪府大阪市浪速区湊町 1-2-3） 

 

（東京開催②） 

日 程：平成 29 年 12 月 19 日（火）～12 月 2１日（木） 

場 所：大崎ブライトコアホール（東京都品川区北品川 5-5-15） 

 

（大阪開催②） 

日 程：平成３０年 1 月 10 日（水）～12 日（金） 

場 所：ホテルモントレグラスミア大阪（大阪府大阪市浪速区湊町 1-2-3） 

 

６） タイムスケジュール 

 

 

７） 配付資料 

① 研修会テキスト 

② 保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領（厚生労働省等） 

③ 教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン（内閣府） 

④ 保育所における食事の提供ガイドライン（厚生労働省） 

⑤ 保育所における感染症対策ガイドライン（厚生労働省） 

⑥ 保育所におけるアレルギー対応ガイドライン（厚生労働省） 

⑦ 保育の場において血液を介して感染する病気を防止するためのガイドライン（厚生労働省） 

⑧ 保育所における自己評価ガイドライン（厚生労働省） 

⑧ その他、各講義で使用する参考資料およびワークシート 
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８） 研修プログラム 

№ 研修科目 研修内容 方法・時間 講 師 

1 
保育制度の動向及

び関係法令 

・保育制度の動向 

・関係法令等 

・各種ガイドライン 

講義 

1 時間 
厚生労働省子ども家庭局保育課 

2 
保育所等における

主任保育士の役割 

・保育所等における主任保育士の役割と責

務 

・保育現場における課題への対応 

 

ワークショップ 

3 時間 

【東京開催①】 

帝京大学高等教育開発センター 

 助教             坂 田 哲 人

【大阪開催①・東京開催②】 

京都女子大学 教育学科 

 准教授           村 井 尚 子 

【大阪開催②】 

彰栄保育福祉専門学校 

 講師            山 梨 有 子 

 

3 
子どもの発達と保

育 

・子どもの発達を踏まえた保育実践 

・保育の質の向上を図るための組織的な対

応 

講義 

3 時間 

【東京開催①・大阪開催②】 

和泉短期大学 児童福祉学科 

准教授             松 山 洋 平 

【東京開催②・大阪開催①】 

関東学院大学 こども発達学科 

 准教授           三 谷 大 紀 

 

4 
保護者支援・子育

て支援 

・保育所等における保護者支援及び子育て

支援 

・保育相談支援の実践 

 

 

講義・討議 

3 時間 

【東京開催①②・大阪開催①】 

清和大学短期大学部 児童総合学科 

 専任講師          徳 永 聖 子 

【大阪開催②】 

東京成徳大学 

 非常勤講師        水枝谷  奈 央 

 

5 
保育所等における

人材育成 

・保育現場におけるリーダーシップ 

・職員の資質向上 

・職場における研修の企画立案・実施 

 

講義・討議 

ワークショップ 

5 時間 

【東京開催①】 

東京家政大学 子ども支援学科 

 教授             那 須 信 樹 

【東京開催②】 

金沢星稜大学 子ども学科 

 教授             開   仁 志 

【大阪開催①②】 

大妻女子大学 児童学科 

 教授             岡      健 

 

 

９） 定員・申込者数・受講者数・修了者数 

開催地 定員（名） 申込者数（名） 受講者数 受講者/定員 修了者数 

東京開催① 300  472  276  92.0% 274  

東京開催② 300  545  291  97.0% 288  

大阪開催① 300  286  233  77.7% 231  

大阪開催② 300  273  237  79.0% 235  

合計 1,200  1,576  1,037  86.4% 1,028  
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１０） 受講者の内訳 

① 年齢 

  
30 歳  

以下 
31-40 歳 41-45 歳 46-50 歳 51-55 歳 56-60 歳 

61 歳  

以上 
合計 平均 

東京 

開催① 

19 84 54 59 42 17 1 276 43.1 

6.9% 30.4% 19.6% 21.4% 15.2% 6.2% 0.4%  

東京 

開催② 

18 89 44 62 58 19 1 291 43.9 

6.2% 30.6% 15.1% 21.3% 19.9% 6.5% 0.3%  

大阪 

開催① 

20 55 36 57 50 12 3 233 44.4 

8.6% 23.6% 15.5% 24.5% 21.5% 5.2% 1.3%  

大阪 

開催② 

21 61 47 51 36 18 3 237 43.7 

8.9% 25.7% 19.8% 21.5% 15.2% 7.6% 1.3%  

 

② 性別・運営主体 

  男性 女性           公営 民設民営 公設民営 

東京開催

① 

11 265  東京開催

① 

39 207 30 

4.0% 96.0%  14.1% 75.0% 10.9% 

東京開催

② 

10 281  東京開催

② 

35 216 40 

3.4% 96.6%  12% 74% 14% 

大阪開催

① 

9 224  大阪開催

① 

64.0 149.0 20.0 

3.9% 96.1%  27.5% 63.9% 8.6% 

大阪開催

② 

8 229  大阪開催

② 

71 147 19 

3.4% 96.6%  30.0% 62.0% 8.0% 

 

③ 施設種別 

 施設種別 
東京開催① 東京開催② 大阪開催① 大阪開催② 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

1.認可保育所 208 75.4% 224 77.0% 157 67.4% 160 67.5% 

2.認定こども園（幼保） 15 5.4% 22 7.6% 35 15.0% 39 16.5% 

3.認定こども園（保） 1 0.4% 5 1.7% 6 2.6% 6 2.5% 

4.認定こども園（幼） 1 0.4% 1 0.3% 2 0.9% 0 0.0% 

5.認定こども園（地方） 1 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

6.幼稚園 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 

7.小規模保育事業 39 14.1% 34 11.7% 26 11.2% 24 10.1% 

8.事業所内保育事業 11 4.0% 4 1.4% 1 0.4% 3 1.3% 

9.地方単独保育事業 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 0 0.0% 

10.認可外保育施設 0 0.0% 1 0.3% 1 0.4% 3 1.3% 

11.その他 0 0.0% 0 0.0% 4 1.7% 1 0.4% 

合計 276 100.0% 291 100.0% 233 100.0% 237 100.0% 
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④ 現職（現在の役職） 

現職名 
東京開催① 東京開催② 大阪開催① 大阪開催② 

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

1.保育士・保育教諭 1 0.4% 0 0.0% 7 3.0% 8 3.4% 

2.リーダー保育士・保育教諭 2 0.7% 2 0.7% 14 6.0% 17 7.2% 

3.副主任保育士・副主幹保育教

諭 
0 0.0% 1 0.3% 26 11.2% 27 11.4% 

4.主任保育士・主幹保育教諭 261 94.6% 268 92.1% 164 70.4% 165 69.6% 

5.副所長・副園長・副施設長 12 4.3% 15 5.2% 18 7.7% 9 3.8% 

6.所長・園長・施設長 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

7.看護師・保健師 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

8.栄養士 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

9.事務職員 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 

10.役員 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

11.その他 0 0.0% 5 1.7% 4 1.7% 10 4.2% 

合計 276 100.0% 291 100.0% 233 100.0% 237 100.0% 

 

⑤ 現職の経験年数（月数切り上げ） 

  1 年 2 年 3 年 4 年 5-10 年 11-15 年 16 年以上 合計 平均 

東京開催① 
101 42 32 22 46 14 19 276 4.82 

36.6% 15.2% 11.6% 8.0% 16.7% 5.1% 6.9%  

東京開催② 
96 53 26 14 58 12 32 291 5.66 

33.0% 18.2% 8.9% 4.8% 19.9% 4.1% 11.0%  

大阪開催① 
81 41 23 20 31 11 26 233 5.57 

34.8% 17.6% 9.9% 8.6% 13.3% 4.7% 11.2% 
 

大阪開催② 
61 38 34 15 44 13 32 237 6.35 

25.7% 16.0% 14.3% 6.3% 18.6% 5.5% 13.5% 
 

 

⑥保育士としての経験年数（月数切り上げ） 

  0 年 1-5 年 6-10 年 11-15 年 16-20 年 21-25 年 26 年以上 合計 平均 

東京開催

① 

0 24 43 69 49 35 56 276 17.05 

3.9% 26.9% 23.3% 15.1% 17.6% 7.5% 5.7%  

東京開催

② 

1 23 50 71 46 43 57 291 17.35 

0.3% 7.9% 17.2% 24.4% 15.8% 14.8% 19.6%  

大阪開催

① 

0 10 31 40 51 35 66 233 19.55 

0.0% 4.3% 13.3% 17.2% 21.9% 15.0% 28.3%  

大阪開催

② 

1 15 24 44 51 49 53 237 19.28 

0.4% 6.3% 10.1% 18.6% 21.5% 20.7% 22.4%  

 

 



7 

⑦都道府県別受講者数（割合） 

開催地 東京開催① 東京開催② 大阪開催① 大阪開催② 

No. 県名 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 

1 北海道 2 0.7% 1 0.3% 2 0.9% 3 1.3% 

2 青森県 6 2.2% 6 2.1% 0 0.0% 0 0.0% 

3 岩手県 6 2.2% 9 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 

4 宮城県 4 1.4% 6 2.1% 0 0.0% 1 0.4% 

5 秋田県 3 1.1% 10 3.4% 0 0.0% 0 0.0% 

6 山形県 4 1.4% 6 2.1% 0 0.0% 0 0.0% 

7 福島県 3 1.1% 13 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 

8 茨城県 9 3.3% 9 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 

9 栃木県 5 1.8% 8 2.7% 0 0.0% 0 0.0% 

10 群馬県 4 1.4% 7 2.4% 1 0.4% 0 0.0% 

11 埼玉県 43 15.6% 38 13.1% 1 0.4% 0 0.0% 

12 千葉県 24 8.7% 13 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 

13 東京都 104 37.7% 78 26.8% 0 0.0% 0 0.0% 

14 神奈川県 25 9.1% 27 9.3% 1 0.4% 0 0.0% 

15 新潟県 5 1.8% 6 2.1% 0 0.0% 0 0.0% 

16 富山県 2 0.7% 1 0.3% 4 1.7% 2 0.8% 

17 石川県 0 0.0% 1 0.3% 2 0.9% 7 3.0% 

18 福井県 0 0.0% 1 0.3% 2 0.9% 4 1.7% 

19 山梨県 2 0.7% 2 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 

20 長野県 3 1.1% 3 1.0% 0 0.0% 2 0.8% 

21 岐阜県 0 0.0% 0 0.0% 3 1.3% 4 1.7% 

22 静岡県 6 2.2% 12 4.1% 2 0.9% 6 2.5% 

23 愛知県 0 0.0% 5 1.7% 8 3.4% 9 3.8% 

24 三重県 0 0.0% 0 0.0% 5 2.1% 12 5.1% 

25 滋賀県 0 0.0% 0 0.0% 9 3.9% 9 3.8% 

26 京都府 0 0.0% 0 0.0% 8 3.4% 16 6.8% 

27 大阪府 0 0.0% 0 0.0% 49 21.0% 39 16.5% 

28 兵庫県 0 0.0% 0 0.0% 37 15.9% 25 10.5% 

29 奈良県 0 0.0% 0 0.0% 4 1.7% 4 1.7% 

30 和歌山県 0 0.0% 0 0.0% 9 3.9% 6 2.5% 

31 鳥取県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4 1.7% 

32 島根県 0 0.0% 0 0.0% 2 0.9% 5 2.1% 

33 岡山県 0 0.0% 0 0.0% 9 3.9% 3 1.3% 

34 広島県 1 0.4% 0 0.0% 19 8.2% 6 2.5% 

35 山口県 0 0.0% 0 0.0% 2 0.9% 1 0.4% 

36 徳島県 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 2 0.8% 

37 香川県 0 0.0% 0 0.0% 3 1.3% 10 4.2% 
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38 愛媛県 0 0.0% 0 0.0% 4 1.7% 7 3.0% 

39 高知県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 

40 福岡県 1 0.4% 4 1.4% 12 5.2% 15 6.3% 

41 佐賀県 0 0.0% 1 0.3% 4 1.7% 1 0.4% 

42 長崎県 0 0.0% 1 0.3% 4 1.7% 2 0.8% 

43 熊本県 0 0.0% 1 0.3% 2 0.9% 4 1.7% 

44 大分県 2 0.7% 1 0.3% 0 0.0% 2 0.8% 

45 宮崎県 2 0.7% 5 1.7% 4 1.7% 6 2.5% 

46 鹿児島県 3 1.1% 1 0.3% 9 3.9% 11 4.6% 

47 沖縄県 7 2.5% 15 5.2% 11 4.7% 8 3.4% 

  受講者数・％ 276 100.0% 291 100.0% 233 100.0% 237 100.0% 

  県数・％ 24 51.1% 30 63.8% 31 66.0% 33 70.2% 

 

１１） 事前課題 

 事前課題の取組状況については、以下の通りの取組みがあった。また、事前課題に取り組む前に研修シラバス

の一読を課している。 

  受講者数 回答者数 回答率 

東京開催① 283 265 93.6% 

東京開催② 292 289 99.0% 

大阪開催① 237 233 98.3% 

大阪開催② 244 237 97.1% 

 

事前課題:設問 1    

所属の保育所等の保育理念をお書きください。（10～100 字） 

（回答より各開催から２件抽出） 

 

 

事前課題:設問 2  

所属の保育所等の保育目標（保育方針・育成目標）をお書きください。（10～100 字） 

（設問１で抽出した２件と同一者の回答） 

1
 「児童憲章」に基づくと共に次代を担う人間形成の場として捉え、子供の「心身ともに健やかな成長」を第一義として、地
域社会との交流・連携を深め、人々の心の触れ合いの中で豊かな人間性を持つ子供の育成に努める

2
乳幼児の健全育成を目指し一人一人の健康で豊かな発達を促進する。保育者が子育てを楽しみ責任を自覚し親としての
義務を全うする手助けをする。地域の特性を生かし素直な明るい心と自主性のある逞しい子どもを育る。

1 子ども一人一人の心と身体の発達を大切にし、保護者からも信頼され地域に根ざした園を目指す

2

社会福祉の理念に基づき、子どもを取り巻く環境の変化に応じて多様な保育サービスの提供を行う。
また、家庭や地域との連携を図り子育て支援等、積極的に関わりをもち情報提供や相談事業、子育てひろばを活発に行
う

1
人格形成の基礎を培う重要な時期であることに鑑み、未来を担う子供が心豊かにたくましく生きる力を身につけることが
できるためのきめ細やかな養護と質の高い教育を一体的に行う。

2

・乳幼児の最善の利益を考慮する
・安全、安心して子どもを預けられる環境づくりを心がける
・家庭や地域社会との連携を図り、地域の子育て支援の拠点となるようにする

1
子供たちの安心安全を基本として、自らの伸びる力、人や物とのかかわりを大切に、子どもの目線で、豊かな愛情をもっ
て一人ひとりの気持ちをしっかりと受け止め主体的に活動する力を育む

2 ・一人ひとりの子どもの個性を大切にし、家庭や地域との連携を図りながら安心して過ごせる生活の場とする。

東京①

東京②

大阪①

大阪②
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事前課題:設問 3 

主任保育士の役割の中で、あなた（の園）にとって特に課題と感じているものを 1 つお選びください。  

課題 
東京開催① 東京開催② 大阪開催① 大阪開催② 

回答 ％ 回答 ％ 回答 ％ 回答 ％ 

１．施設長の思いなどを現場に伝える 20 7.5% 22 7.6% 17 7.3% 19 8.0% 

２．現場の意見を取りまとめて施設長に提言する 29 10.9% 43 14.9% 30 12.9% 23 9.7% 

３．全園児の状況を把握する 9 3.4% 9 3.1% 8 3.4% 17 7.2% 

４．課題のある子どもの対応に対応する 9 3.4% 17 5.9% 23 9.9% 22 9.3% 

５．保護者の相談に応じる 10 3.8% 7 2.4% 5 2.1% 7 3.0% 

６．地域子育て支援に対応する 9 3.4% 4 1.4% 11 4.7% 6 2.5% 

７．保育士や他の職員の相談に応じる 26 9.8% 27 9.3% 21 9.0% 20 8.4% 

８．保育士を育成する 144 54.3% 143 49.5% 109 46.8% 114 48.1% 

９．その他 9 3.4% 17 5.9% 9 3.9% 9 3.8% 

合計 265 100.0% 289 100.0% 233 100.0% 237 100.0% 

 

事前課題:設問 4 

設問３で「９．その他」を選択された方は、特に課題と感じていることを具体的にお書きください。（0～20 字） 

（回答より各開催から２件抽出） 

 

 

 

1

〇健康・安全に生活する子ども
〇思いやりや協調性を持ち、友だちと仲良く楽しく過ごす子ども
〇自ら行動し、思いを表現する子ども
〇様々な体験を通して、好奇心・探求心を持ち、感動したり、想像したりする。

2
《方針》安全・衛生に留意した環境の下、一人一人の発達に合わせた保育を実施し心身ともに豊かな発達を助長する。
《目標》１.強い身体の育成２.豊かな情操の涵養３.広い経験領域の体験

1
保育方針：豊かな人間性をもった子どもを育成する
保育目標：明るくのびのびと元気で素直な子ども

2

（保育方針）よく食べ、よく寝、よく食べ、健康な心と体を育む。
（保育目標）少人数のクラス編成で、自然と触れ合い、友達と元気に遊び、自主性、協調性、集中力を
　　　　　　養います。

1
保育方針（ひとりひとりを大切にする保育）
保育目標（・健康な子ども　　・共に育ちあう子ども　　・自分の思いを表現する子ども　　・感性豊かな子ども）

2
保育目標：「生きる力」を培う　1.元気な子ども　2.考える子ども　3.自分を大切に思える子ども
保育方針：一人ひとりを大切にする保育

1
方針：心と体の自立を促し、豊かな感性を持つ子どもの育成
目標：健康な体を作る・生きる力を養う・豊かな感性を育てる

2
【保育方針】・いろいろな体験、生活や遊びを通して生き生きと活動できる子どもを育てる。
【保育目標】・心身ともに健やかな子ども・思いやりのある子ども・意欲をもつ子ども

東京②

大阪①

大阪②

東京①

1 保育のリーダーとしての現場での動き方

2 この施設で長く働きたいと思える環境作り

1 保育士みんなが意見し合える環境作り

2 施設長が現場にはいないため職員間の調整

1 保育士の確保

2 職員間の保育の考え方の違いの間に立つ

1 保育士の質の向上

2 若い職員への助言のありかた
大阪②

東京①

東京②

大阪①
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事前課題:設問 5 

所属の保育所等での「保育者の育成」に関して、主任保育士として果たすべき役割や仕事だと思われることを具体

的にお書きください。（50～300 字） 

（回答より各開催から 2 件抽出） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

迷いや不安がある時には相談にのったり、助言をしながら、一人一人の保育への思いを認め意欲的に職務に向かえるよ
うに関わる。また、職員の日常的なコミュニケーションが円滑に出来る様な職場内の雰囲気を作り、その中で一人一人が
自分の保育について語れるようにしていく。さらにグループトーク等で保育の思いや実践等を整理することで、自らの気付
きを促し、互いに認め合い協力し合って職務が遂行出来る様にする。

2

・中間管理職として、理事長や所長の意向や意見と現場の意見や意向をいかにまとめ、　一人ひとりが働きやすい職場の
環境づくりができるかを考え行動に移す
・より良い保育所を目指すために、普段から子どもや保護者との関わりを大切にし、　様子を把握しておくことで、いざとい
うとき職員に迅速な指示を出したり、保護者　の気持ちに寄り添いアドバイス等することで安心して相談できる環境を作っ
ていく

1

保育園内のパイプ役として（上司や、同僚、部下、保護者）をつなぐ役割を担っていると思う。子ども、保護者、職員との信
頼関係を構築し、リーダーシップを図りつつ、他の職員とも連携していくことが園全体を潤滑に保つ上での大切な役割では
ないかと思う。新任のサポートし、一緒に悩みを共有していき、成長を導く存在であること。普段から相談しやすい環境を
作っておくこと、周りの職員のおかれている現状を把握しておくこと。

2

①人間関係が温かい雰囲気の職場をつくり、お互いに尊敬し合える環境に努める。また、チームワークを大　切にし、個人
の力(長所）を発揮し合えるようにし組織力を高めていけるようにする。②園外研修の参加を多くすると共に、職員会議・園
内研修では、多くの意見を出せるよう発言しやすい環境づくりと適切な助言等保育の質向上に努める。③新人に対し、社
会人マナーや保育実践等の指導をする。④保育者・職員の相談に対応する。

1

・社会人としての基礎となる態度を育てていくこと
・保育園としてどのような子どもを育てていくのかを理解し、具体的にどうしていったら良いのか等の方法、技術を伝えてい
くこと
・保育者の見本となるよう率先して行動していくこと
・園長先生の考えを理解して行動していける職員（副主任・クラスリーダー）を育てていくこと

2

子どもの発達に合わせた保育や園の方針に沿った保育がなされているか、担任の思いを聞きながらより良い保育が提案
できるようなアドバイスをする（環境面、カリキュラムなど）。園全体の様子を把握しながら園の行事が円滑に行われるよう
サポートをする。保育士や保護者の相談窓口。

1

保育所全体の方向性となる施設長の方針や思いなどを受け取り、他の職員への伝達、涵養させていくための準備と調整
を行う。
又、一人の職員の問題点を、園全体の問題ととらえ、ミーティングの場を設けるなどして、一人ひとりの資質向上を目指し
ていく。
専門知識や技術、指導計画記載方法等の指導。
結婚、出産後も勤務しやすい環境づくりや配慮

2

○各クラスの状態を把握しクラスの課題を話しあったり、子ども、保護者支援などで担任の思いや悩みを聞き質の高い保
育が展開できるような話しあいの場　園内研修の機会を設ける。
○ヒヤリハットを出し合い安全保育について職員間で共通理解する。
○行事前の全体準備　園内の環境整備など保育以外仕事での協力体制づくりのリーダーになること。

東京①

東京②

大阪①

大阪②
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事前課題:設問 6 

所属の保育所等での「保護者支援・地域子育て支援」に関して、主任保育士として果たすべき役割や仕事だと思わ

れることを具体的にお書きください。（50～300 字） 

（回答より各開催から 2 件抽出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

保護者支援については、日頃から担任がクラスの子どもや保護者について話せるような風通しの良い職場作りを心がけ
た上で、気になることがあった場合に担任と相談したり対応を考えたりする。また、保護者が担任に話せないようなことが
あった場合にも、気持ちを受け止めわだかまりを残さないような丁寧な対応をして、信頼関係を作っていく。
地域子育て支援については、園開放に来た親子が再度来たいと思えるような内容を工夫して、リピーターを増やす。ま
た、散歩など園外保育で出会った未就園児の親子を園開放に誘ったり、公園などで一緒に遊びながら保護者と話をしたり
する。

2

・不適切な養育などに対する支援や子どもの発達上の課題に対する支援など、保育士だけでは対応が難しいケースへの
対応。
・保護者や地域の保護者の相談窓口となり、育児相談や支援を行い、必要に応じて保健センターや専門機関と連携を図
る。

1

園全体と家庭環境の把握(家庭調査書、健康調査書、生活状況調査書など)
課題のある子どもや家庭への対応(支援のための計画を個別に作成し対応する)
保護者の相談窓口(保護者の苦情などのに対し解決を図る)

2

保護者支援に関しては、現場の保育士としての経験をもとに、問題を抱えている子どもへの対応の仕方を考えたり、保護
者の相談にのったりすることが必要であると思われる。また、担任保育士だけでは対応することが困難なケースの場合に
は、担任保育士をサポートしながら保護者に対して個別に対応していくことが、主任保育士として果たすべき役割であると
思う。
地域子育て支援に関しては、保育所が地域における子育て支援の拠点となれるように、主任保育士は地域の人々が交
流を図れるような事業を企画、実施し、関係機関や地域の人々との連携をとっていくことが必要であると思う。

1

　保護者支援は、保護者一人一人の状況を踏まえて、その人に必要だと思われる適切なサポートをすることです。何より
も大切なのは保護者との相互理解、信頼関係です。支援に際しては、まず相手の話に耳を傾け、相手を受け入れ、そして
相手の言葉や思いに共感すること。その支援を力として、保護者が自己決定ができるようにサポートすることが必要で
す。
　地域子育て支援では、「保育所機能の解放」「相談や援助」「交流の場の提供及び促進」「子育て支援情報の提供」の４
つが柱に挙がっています。自分の保育所の特徴を生かした支援としては何ができるかを創意工夫し、実践していくことが
大事だと思います。

2

【保護者支援】①子ども一人ひとりの発達状況や特性を理解し、保護者の相談を受け専門的なアドバイスを行う②常に保
護者の気持ちに寄り添い、多様なニーズの中、保護者の要望、苦情に対応する③困り感や課題のある子どもへの助言、
対応する
【地域子育て支援】①地域に開かれた保育所をめざす②地域や周辺にPRする情報を掲示したり、HPの活用を行う③園庭
開放やイベントを定期的に行い、保護者同士のつながりの場を作り、育児に不安を抱えている保護者の孤立化を防ぐ④
同年代にとどまらず高齢者、中・高校生等とのふれあいの場を作る

1

要保護児童、配慮を必要とする子どもの保護者対応では、子どもを取り巻く様々な問題に適切に対応し、療育センター、
子ども総合相談センター,、保健センターなど関係機関との連携を密にする。保護者支援では保護者の思いを受けとめ、信
頼関係を築くことに努め、保育所、家庭での様子を伝え合う。保護者からの子育ての悩みや相談に応じ、しんどさを取り除
いてあげたり、子育てが楽しくなったりするアドバイスをする。地域子育て支援では、園庭解放や青空出前保育への参加
の呼び掛けを行い、母親が孤立してしまわないよう話し相手になったり子育ての相談や悩みを聞きアドバイスを行い、虐
待防止に努める。

2

・保護者一人ひとりの個性や考え方を十分に把握しながら、育児の悩みを聞きアドバイスを伝えていくこ　と。また保護者
がいつでもささいなことでも話しやすい空気を作るとともに、小さな変化にもすぐに気が付けるようにする。
・土地柄多国籍な子どもがいるので、スムーズな対応や連絡が取れるように保育士間でも協力する。
・育児に困っている保護者や見学に来園した方には、相談場所や地域の情報などを知らせていく。

東京②

大阪①

大阪②

東京①
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事前課題:設問 7 

所属の保育所等での「乳幼児期における教育・保育の実践」に関して、主任保育士として果たすべき役割や仕事だ

と思われることを具体的にお書きください。（50～300 字）（回答より各開催から 2 件抽出） 

 

 

１２） 受講者による研修内容の評価（研修直後およびアンケート調査の結果） 

  研修直後およびアンケート調査の回収率は以下の通り。評価結果に関しては、「全受講者」と並列し、「主任保

育士」と「主任保育士以外」のデータを記載する。 

開催地 受講者数 研修直後の回収数・回答率 

東京開催① 276 275 99.6% 

大阪開催① 233 231 99.1% 

東京開催② 291 288 99.0% 

大阪開催② 237 236 99.6% 

 

① 「研修のねらい」の達成度について 

１．主任等の多様な役割を学び、自園での役割を理解する。 

２．管理職・リーダー層として、自らの専門性を高める。 

３．保育に関する最新のトピックや他園の実践から、保育の質の向上への手立てを学ぶ。 

４・保育の知識・技術を保育所等の組織全体で展開するためのマネジメント能力の向上を図る。 

1

　保育指針が改定され、乳児期は適切な援助と応答的な関わりが重要であり、幼児期は子どもが主体的に活動できるこ
とが重要であることを踏まえ、園内研修で勉強しているところである。積極的に研修に参加し、学んだことを職員に復命書
で伝達、自ら実践を心掛けている。
　客観的な視点で子どもの姿を捉え、園長、副主任との話し合いを密に行ない、課題が見られたとき、保育士との橋渡しを
行っている。

2

乳幼児期の発達を十分に理解し日々の遊びの中で心身の成長ができるよう環境を整え援助できるようにすること。また、
保育者を育成する立場を認識し自身の技術や知識を向上させる。円滑で良好な職員関係の中で保育ができるように目を
配り耳を傾け助言していく。また職員育成のために園内研修や園外研修への積極的な参加ができるような職員体制を考
えていく。

1

改定される保育所保育指針をしっかり読み込み、一人ひとりを大切にした教育・保育を自分自身が実践すること。職員一
人ひとりが「乳幼児の保育・教育とは」ということをわかって保育できるよう実践と研修をくり返し質の向上を図る努力をす
る事だと思う

2

保育所保育指針第２章の「保育の内容」に示されているないようにそった保育が行われるように職員の意識付けを行う。
保育計画作成の段階で指針にそったもの、又、園の保育課程にそったものであるかチェックを行う。「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」が保育を行う上で考慮されているか把握する必要がある。

1

最近の乳幼児期における教育や保育について研修などに参加したり、職員にも周知する。また職員にも研修に参加でき
るよう知らせる。園の課題や園の良いところも話し合ったのち、実践できることから園長に相談し職員におろしたり、環境
作りをする。実践してみて、実際にどういう変化があった・課題があるなどを職員と見返し、更に前向きに保育を進めてい
けるようにする。

2

教育・保育の実践
それぞれの職員に『基礎力を踏まえて目の前の子どもを理解できる力』がどれだけついているかを把握し、それぞれの得
意、不得意分野を考慮した上で、園の強みを生かせるよう、また、弱みを強みに変えることができるような園内研修、園外
研修の内容、参加を決める。園内研修として、事例研究の中で活動の振り返りをし、次の活動に活かす課題を見出す力
がつくような場を作る。職員が互いに意見を出し合い、広い視野で物事を見ることができる力がつくような場を作る。

1

“幼児期の終わりまでに育って欲しい10の姿”を念頭に置きながら、子どもたち一人一人に合わせた関わりができるよう
職員にアドバイスし、それが継続して行われているか全体を見る。自身も実践している姿を職員に示していく。また、一人
の人間として、豊かな経験を積み、職員と共に良い園を作っていくこと。

2

　主任自身が、保育要領の内容把握に努め、各クラスカリキュラムに沿った保育の実践をするようにし、計画・反省・記録
の指導をすることと、発達段階に応じた保育・就学までに育てたい事項を念頭におきながら保育をするように共通理解す
ることが役割だと思います。一人一人を大切にし、保護者の思いに少しでもこたえること、保健・安全面にも配慮すること
など全体的な把握が役割だと思います。また、職員と園長とのパイプ役になることが、大切だと思います。

大阪②

東京①

東京②

大阪①
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以下、6 段階から、当てはまる数字を選択する。 

1．全く達成できなかった 

2．達成できなかった 

3．あまり達成できなかった 

4．少し達成できた 

5．達成できた 

6．大いに達成できた 

 

（平均値：東京開催①） 

平均値 ねらい 1 ねらい 2 ねらい 3 ねらい 4 

全体 4.65 4.43 4.73 4.33 

主任保育士 4.64 4.41 4.73 4.33 

主任保育士以外 4.80 4.67 4.73 4.47 

 

（平均値：大阪開催①） 

平均値 ねらい 1 ねらい 2 ねらい 3 ねらい 4 

全体 4.61 4.36 4.58 4.23 

主任保育士 4.63 4.33 4.49 4.23 

主任保育士以外 4.59 4.44 4.78 4.24 

 

（平均値：東京開催②） 

平均値 ねらい 1 ねらい 2 ねらい 3 ねらい 4 

全体 4.65 4.40 4.67 4.28 

主任保育士 4.63 4.40 4.66 4.25 

主任保育士以外 4.87 4.35 4.78 4.57 

 

 

（平均値：大阪開催②） 

平均値 ねらい 1 ねらい 2 ねらい 3 ねらい 4 

全体 4.63 4.39 4.61 4.31 

主任保育士 4.61 4.37 4.60 4.32 

主任保育士以外 4.67 4.46 4.63 4.29 

 

② 各講義の内容の理解度について 

以下、6 段階から、当てはまる数字を選択する。 

1．全く理解していない 

2．理解していない 

3．あまり理解していない 

4．少し理解している 

5．理解している 

6．完全に理解している 
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（平均値：東京開催①） 

平均値 

保育制度の動向

及び関係法令等 

保育所等におけ

る主任保育士の

役割 

保育所等におけ

る人材育成 

子どもの発達 

と保育 

保護者支援・ 

子育て支援 

全体 4.41 4.83 4.79 4.87 4.61 

主任保育士 4.42 4.82 4.78 4.87 4.59 

主任保育士以外 4.27 4.93 4.87 4.93 4.93 

 

（平均値：大阪開催①） 

平均値 

保育制度の動向

及び関係法令等 

保育所等におけ

る主任保育士の

役割 

保育所等におけ

る人材育成 

子どもの発達 

と保育 

保護者支援・ 

子育て支援 

全体 4.29 4.80 4.64 4.79 4.76 

主任保育士 4.26 4.80 4.64 4.77 4.75 

主任保育士以外 4.35 4.79 4.63 4.84 4.78 

 

（平均値：東京開催②） 

平均値 

保育制度の動向

及び関係法令等 

保育所等におけ

る主任保育士の

役割 

保育所等におけ

る人材育成 

子どもの発達 

と保育 

保護者支援・ 

子育て支援 

全体 4.38 4.77 4.77 4.83 4.68 

主任保育士 4.38 4.75 4.76 4.82 4.67 

主任保育士以外 4.39 5.00 4.87 5.00 4.87 

 

（平均値：大阪開催②） 

平均値 

保育制度の動向

及び関係法令等 

保育所等におけ

る主任保育士の

役割 

保育所等におけ

る人材育成 

子どもの発達と 

保育 

保護者支援・ 

子育て支援 

全体 4.34 4.73 4.58 4.74 4.69 

主任保育士 4.31 4.73 4.56 4.73 4.69 

主任保育士以外 4.40 4.74 4.61 4.78 4.69 

 

③ 各講義の内容の活用度について 

以下、6 段階から、当てはまる数字を選択する。 

1．全く活かせない 

2．活かせない 

3．あまり活かせない 

4．少し活かせる 

5．活かせる 

6．大いに活かせる 
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平均値：東京開催①） 

平均値 

保育制度の動向

及び関係法令等 

保育所等におけ

る主任保育士の

役割 

保育所等におけ

る人材育成 

子どもの発達 

と保育 

保護者支援・ 

子育て支援 

全体 4.58 4.96 5.03 5.02 4.70 

主任保育士 4.56 4.96 5.01 5.03 4.61 

主任保育士以外 4.53 5.00 5.13 5.00 5.00 

 

（平均値：大阪開催①） 

平均値 

保育制度の動向

及び関係法令等 

保育所等におけ

る主任保育士の

役割 

保育所等におけ

る人材育成 

子どもの発達 

と保育 

保護者支援・ 

子育て支援 

全体 4.41 4.98 5.09 5.06 4.99 

主任保育士 4.40 4.99 5.09 5.02 4.97 

主任保育士以外 4.44 4.94 5.10 5.18 5.04 

 

（平均値：東京開催②） 

平均値 

保育制度の動向

及び関係法令等 

保育所等におけ

る主任保育士の

役割 

保育所等におけ

る人材育成 

子どもの発達 

と保育 

保護者支援・ 

子育て支援 

全体 4.54 5.03 5.05 5.08 4.90 

主任保育士 4.53 5.02 5.03 5.06 4.88 

主任保育士以外 4.65 5.09 5.22 5.26 5.17 

 

（平均値：大阪開催②） 

平均値 

保育制度の動向

及び関係法令等 

保育所等におけ

る主任保育士の

役割 

保育所等におけ

る人材育成 

子どもの発達 

と保育 

保護者支援・ 

子育て支援 

全体 4.49 4.90 5.05 5.10 4.89 

主任保育士 4.50 4.95 5.07 5.11 4.89 

主任保育士以外 4.46 4.79 5.00 5.08 4.88 

 

本研修会の講義に対する受講者からの意見・提案について 

（自由記述より多数意見を抜粋） 

「主任としてやるべきことが明確になった」「指針の改定のポイントが理解できた」「グループワークでの学びは視

野が広がった」等、主任としての役割が明確になることで今後、リーダーとして意欲的に職務に取り組みたいとい

う意見が多くあった。 

各講義で事例・映像など取り入れたため、具体的で実践に結び付きやすかったという意見が多くあった。講義と

グループワークのバランスが良かったという意見も多かった。 
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グループワークについては、所属、経験、年齢、性別、地域等を考慮したグループ分けだったため、有意義で効

果的な討議ができたと好評であった。特に半日もしくは１日通して行った講義（「主任保育士の役割」「保育所等

における人材育成」）については、課題の共有や改善策などをじっくりと話し合える受講者同士の良い情報交換

の場となり、学ぶことが多く、今後に活かせる内容だったとの意見が多数あった。 

行政説明については、施設長と違い、予備知識がない分、内容の理解が難しく、また進みが早かったため講義

についていけなかったという意見があった。 

事前課題と事後課題があることで、講義に活かせたり、復習ができて良かったとの意見があった。 

 

本研修会の運営に対する受講者からの意見・提案について 

（自由記述より多数意見を抜粋） 

最終日が 16:40 に終了する開催回からの受講者からは、遠方から参加する者がいることを考慮し、早めに終了し

て欲しいという意見があった。 

開催時期については、12 月～1 月にかけては、天候や風邪などの体調の不安などがあり、早めの時期の開催を

望む声があった。 

研修会場に清潔感があり、快適に研修期間を過ごせたという意見があった。 

受講者対応、オリエンテーション、司会に関しては、好評であった。その他、多数の御礼等があった。 

 

 

（２） 保育所等実習指導研修会 

 

１） 主催 

厚生労働省・社会福祉法人 日本保育協会 

 

２） 本事業の基本コンセプトおよび研修のねらい 

（基本コンセプト） 

実習指導者として必要な知識と技術を習得する。 

 

（研修のねらい） 

・保育士養成校と学生の実情を把握する。 

・保育所実習における指導の方法と理論について学ぶ。 

・実習指導者としての専門性を高める。 

 

３） 対象 

保育所等において、保育実習の実習指導を行う管理者・指導者・保育者（予定含む） 

 

４） 経費 

研修会受講費４,５00 円 

 

５） 研修期間および場所 

日 程：平成 29 年 1１月 20 日（月）～22 日（水） 

場 所：大崎ブライトコアホール（東京都品川区北品川 5-5-15） 
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６） タイムスケジュール 

 

 

７） 配付資料 

① 研修会テキスト 

② 保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領（厚生労働省等） 

③ 教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン（内閣府） 

④ 保育所における食事の提供ガイドライン（厚生労働省） 

⑤ 保育所における感染症対策ガイドライン（厚生労働省） 

⑥ 保育所におけるアレルギー対応ガイドライン（厚生労働省） 

⑦ 保育の場において血液を介して感染する病気を防止するためのガイドライン（厚生労働省） 

⑧ 保育所における自己評価ガイドライン（厚生労働省） 

⑨ その他、各講義で使用する参考資料およびワークシート 

 

８） 研修プログラム 

№ 研修科目 研修内容 方法・時間 講 師 

1 
保育実習の社会的

役割 

・保育所等が担う社会的役割 

・保育者養成の動向 

講義 

1 時間 東京家政大学 子ども支援学科 

教授 

那 須 信 樹 2 
保育実習をめぐる

諸課題 

・保育所等における保育所実習指導の現状

について 

・保育実習の課題の整理 

グループ討議 

2 時間 

3 
保育士の養成と保

育実習 

・実習生の実態を踏まえた実習について 

・保育実習の目的と保育実習実施基準につ

いて 

・養成校との連携について 

講義 

2 時間 

 

洗足こども短期大学 

専任講師    

井 上 眞理子 

 

4 
保育実習指導の 

基本 

・実習生の受け入れ体制について 

・保育所実習指導の内容と指導法（記録・評

価・指導等） 

・効果的な保育所実習指導の事例 

・養成校と保育所等の協働による職員の資

質向上について 

講義 

4 時間 30 分 

 

大妻女子大学 児童学科 

 教授 

岡     健 

5 
保育実習指導の実

践 

・保育実習及び実習指導の実践 

 

講義・討議 

3 時間 

 

東京福祉大学 保育児童学科 

 助教 

矢 野 景 子 

 

 

９） 定員・申込者数・受講者数・修了者数 

開催地 定員（名） 申込者数（名） 受講者数 受講者/定員 修了者数 

東京開催 300  300  274  91.3% 255  

　
開

講

式

休
憩

案
内

案
内

閉

会

式

20　40

研修科目②
（14:40-16:40）

研修科目③
(9:00-11:00)

休憩
(11:00-12:00)

研修科目④
(12：00-16:50)

 　　　　時間
　　日

9 10 11 12 13 14 15 16 17

第　1　日

研修科目⑤
(9:00-12:20)

40 502020 10

受　付
研修科目①

(13:20-14:20)

第　2　日

第　3　日
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合計 300  300  274  91.3% 255  

１０） 受講者の内訳 

① 年齢 

 
30 歳以

下 
31-40 41-45 46-50 51-55 56-60 61 以上 合計 平均 

東京開催 
24 81 46 46 46 23 8 274 43.9 

8.8% 29.6% 16.8% 16.8% 16.8% 8.4% 2.9%  

 

②  性別・運営主体 

 男性 女性    公営 民設民営 公設民営 

東京開催 
12 262   

東京開催 
22 216 36 

4.4% 95.6%   8.0% 78.9% 13.1% 

 

③ 施設種別 

 東京開催 

施設種別 人数 ％ 

1.認可保育所 208 75.9% 

2.認定こども園（幼保） 24 8.8% 

3.認定こども園（保） 4 1.5% 

4.認定こども園（幼） 3 1.1% 

5.認定こども園（地方） 0 0.0% 

6.幼稚園 0 0.0% 

7.小規模保育事業 22 8.0% 

8.事業所内保育事業 4 1.5% 

9.地方単独保育事業 0 0.0% 

10.認可外保育施設 7 2.6% 

11.その他 2 0.7% 

合計 274 100.0% 

 

④ 現職（現在の役職） 

 東京開催 

現職名 人数 ％ 

1.保育士・保育教諭 39 14.2% 

2.リーダー保育士・保育教諭 31 11.3% 

3.副主任保育士・副主幹保育教諭 27 9.9% 

4.主任保育士・主幹保育教諭 108 39.4% 

5.副所長・副園長・副施設長 16 5.8% 

6.所長・園長・施設長 43 15.7% 

7.看護師・保健師 1 0.4% 

8.栄養士 0 0.0% 
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9.事務職員 3 1.1% 

10.役員 0 0.0% 

11.その他 6 2.2% 

合計 274 100.0% 

 

⑤ 現職の経験年数（月数切り上げ） 

  1 年 2 年 3 年 4 年 5-10 年 11-15 年 
16 年以

上 
合計 平均 

東京開催 
62 45 43 15 56 23 30 274 6.42 

22.6% 16.4% 15.7% 5.5% 20.4% 8.4% 10.9%  

 

⑥ 保育士としての経験年数（月数切り上げ） 

  0 年 1-5 年 6-10 年 11-15 年 16-20 年 21-25 年 26 年以上 合計 平均 

東京開催 
13 32 40 52 57 26 54 274 16.27 

3.9% 26.9% 23.3% 15.1% 17.6% 7.5% 5.7%  

 

⑦ 都道府県別受講者数（割合） 

東京開催 

№ 県名 人数 割合 

1 北海道 5 1.8% 

2 青森県 3 1.1% 

3 岩手県 5 1.8% 

4 宮城県 3 1.1% 

5 秋田県 1 0.4% 

6 山形県 2 0.7% 

7 福島県 6 2.2% 

8 茨城県 10 3.6% 

9 栃木県 3 1.1% 

10 群馬県 5 1.8% 

11 埼玉県 43 15.7% 

12 千葉県 16 5.8% 

13 東京都 59 21.5% 

14 神奈川県 20 7.3% 

15 新潟県 4 1.5% 

16 富山県 0 0.0% 

17 石川県 1 0.4% 

18 福井県 1 0.4% 

19 山梨県 0 0.0% 

20 長野県 3 1.1% 

21 岐阜県 1 0.4% 
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22 静岡県 14 5.1% 

23 愛知県 2 0.7% 

24 三重県 1 0.4% 

25 滋賀県 0 0.0% 

26 京都府 4 1.5% 

27 大阪府 1 0.4% 

28 兵庫県 4 1.5% 

29 奈良県 0 0.0% 

30 和歌山県 0 0.0% 

31 鳥取県 1 0.4% 

32 島根県 0 0.0% 

33 岡山県 0 0.0% 

34 広島県 4 1.5% 

35 山口県 0 0.0% 

36 徳島県 0 0.0% 

37 香川県 1 0.4% 

38 愛媛県 1 0.4% 

39 高知県 0 0.0% 

40 福岡県 11 4.0% 

41 佐賀県 2 0.7% 

42 長崎県 1 0.4% 

43 熊本県 2 0.7% 

44 大分県 3 1.1% 

45 宮崎県 3 1.1% 

46 鹿児島県 6 2.2% 

47 沖縄県 22 8.0% 

  申込者数・％ 274 100.0% 

  県数・％ 37 78.7% 

 

１１） 事前課題 

事前課題の取組状況については、以下の通りの取組みがあった。また、事前課題に取り組む前に研修シラバスの

一読を課している。 

 

受講者数 研修直後の回収数・回答率 

274 272 99.3％ 

 

事前課題:設問 1 

本研修会について、あなた（受講者ご自身）がご参加を希望された理由をお書きください。（５０字～３００字） 

（回答より５件抽出） 
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事前課題:設問 2 

ご所属の保育施設において、保育所実習及び実習指導について「重視していること」や「目指していること」をお

書きください。実習を受け入れていない保育施設の方は、その旨をご記入の上、「重視したいと考えていること」

や「目指したいと考えていること」をお書きください。（50 字～300 字） 

（回答より 5 件抽出） 

 

 

事前課題:設問 3 

ご所属の保育施設では実習生を受け入れていますか。該当の数字を１つお書きください。 
 

回答数 ％ 

１．実習生を受け入れている。 216 79.4% 

２．現在は受け入れしていないが、今後受け入れを予定している。 49 18.0% 

３．実習生の受け入れをしておらず、今後受け入れる予定もない。 7 2.6% 

合計 272 100.0% 

 

事前課題:設問 4 

設問 3 で「１．実習生を受け入れている」もしくは「２．現在は受け入れしていないが、今後受け入れを予定してい

1

今回実習生担当になり、クラスで実習生は見てきたが、担当としての役割や、どのように実習生に対応していけば保育の良さや、自分の
働いている園の良さを伝えられるのか聞きたい。また、反省会や評価は学校での勉学や実習に実習生がこれからどんなことを学んでほし
いかなど、その実習生の為になるアドバイスにしたいのでそのアドバイスや、自分の実習の頃と現在とで実習の内容や、実習生の受け入
れの心得、指導の方法も変わってきているので、今の状況を教えてほしい。

2

今後の保育を担う人材を育てるのにあたり、自園における保育実習生の指導の仕方を見直し、今後の実習生の指導に活かして行きたい
と思ったから。また保育士養成校が今の実習の実態についてどのように考え、また園がどのように養成校と連携をとっていけばいいのか
を具体的に知りたいと思ったから。

3

自園で実習担当をしている。近年、実習生を指導するにあたり、実習生個々の理解力やそれに対応する指導の仕方について行き詰まりを
感じていた。一昨年に受講したことで、実習生への理解（学生の現状や抱えている課題、実習方法）や指導方法など自分自身の考え方も
変化していかなければいけないと感じた。今回、再受講することで、さらに実習を指導する上での知識を身につけ、実習生を丁寧に指導
し、保育園の先生になりたいと思えるような実習指導担当者になりたいと思い希望しました。

4

保育者を目指し養成学校で学ぶ子達が、保育実習を受けた後、保育職につかないのが現状で、保育実習が大きな分かれ道になっている
危機感があります。保育士不足を目の当たりにし、理想と現実のギャップ、重労働、責任感の重さから保育の魅力を感じられなくなり、結
果、保育離れが起き、悪循環です。この負のスパイラルからどう抜け出せるか、実習での指導の仕方に鍵があると思い、参加を希望しまし
た。

5

毎年受け入れている実習生において、日誌や指導案等、説明書のような書き方をしたりと上手く文字にすることができない傾向がある。
担当教諭においても、日々の保育に追われ、十分な指導ができていないように思う。実習生にとって学びのある実習となり、担当教諭に
とって資質の向上に繋がる為には、それぞれにどのようなことを伝え、関わっていくのがよいか、互いの成長となるためには、自分はどの
ようなことをしていく必要があるのか等、何かヒントを得ることができるのではないかと思ったからです。

1

保育技術よりも、その実習生の社会性や人間性（保育士としての適正）を重視しています。学ぶ姿勢や、謙虚に受け止める姿勢がなくて
は就職してからの指導に支障がでるし、正しく子どもを理解していく上でその人の人柄はとても重要だと考えているからです。　目指してい
る事は、実習を通して保育現場の実態を知っていく中で、思い描いていたものと少し違う部分があったとしても、保育士としての夢と希望は
持ち続けてもらえるような実習をと考えています。

2

学生には学びの姿勢を常に持ちながらの積極的に、かつ協働的に対応できるよう伝えている。実習記録についても自分の思いや行動に
ついての考察を多く入れるよう指導し提出を促している状況。また学生を預かるにあたり本人の心身の健康については終了時まで把握す
ることを意識している。特に精神的な部分の変化には十分に配慮をし丁寧に対応するよう心掛けている。

3 保育園での実習経験を生かして、今後社会人になった時に役立ててほしい。また、これを機会に新規採用に繋げていきたい。

4

現場保育士との関わりや、子ども達の元気な遊びや笑顔に接したり、乳幼児の発達や保育を理解し、一日の生活を共有しともに体験し、
次世代の保育士を育てる役割と考えます。又実習は全ての職員の動きや言葉を手本に学ぶ為、職員全員が自覚・認識しなくてはなりま
せん。そして総合的な指導と助言と評価を適切に行っていくことが大切であると考えます。

5

今後の保育を担う保育士を育成するために、実習生が体験を通して乳幼児の発達や生活を理解すること、園の一日の流れや保育計画の
内容を理解すること、保育士の職務内容を理解することを重視している。そして、実習に対する意欲や勤務態度、資質など経験した発見・
疑問・課題を意識化し次の学びにつなげられるようにする。
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る。」を選択された方は、実習生の受入れ（予定含む）についてご所属の保育施設の状況に当てはまる数字を１

つお書きください。なお、設問３で「３．実習生の受け入れをしておらず、今後受け入れる予定もない。」を選択さ

れた方は、「4．その他」を選択してください。 

＜参考＞保育実習Ⅰ…実習施設：保育所及びその他施設、実習日数：おおむね 20 日 

保育実習Ⅱ…実習施設：保育所、実習日数：おおむね 10 日 

  回答数 ％ 

１．保育士養成課程「保育実習Ⅰ」のみ受け入れている。 12 4.4% 

２．保育士養成課程「保育実習Ⅱ」のみ受け入れている。 51 18.7% 

３．保育士養成課程「保育実習Ⅰ」と「保育実習Ⅱ」どちらも受け入れている。 193 71.0% 

４．その他 16 5.9% 

合計 272 100.0% 

 

事前課題:設問 5 

ご所属の保育施設において、実習生を受け入れる理由は何ですか？最も当てはまる数字を１つお選びください。 

  回答数 ％ 

１．後進の育成を目的とし、保育の楽しさや保育士の仕事の魅力を学生に伝えるため 205 75.4% 

２．学生への理解を深め、新規採用に繋げるための情報を得る機会とするため 38 14.0% 

３．実習指導を通して、職員（保育士）の指導力の育成を図る機会とするため 21 7.7% 

４．即戦力として実習生に保育に全面的に参加してもらうため 8 2.9% 

５．その他 0 0.0% 

合計 272 100.0% 

 

事前課題:設問 6 

設問 5 で「5．その他」を選択の方は、具体的な理由をお書きください。（0 字～30 字） 

 

  「 ５ ． そ の 他 」 回 答 者 な し  

 

事前課題:設問 7 

保育士養成校の実習巡回指導教員に求めることは何ですか？最も当てはまる数字を１つお選びください。 

  回答数 ％ 

１．実習生の指導方法について連携・共有したい。 176 64.7% 

２．実習開始以前の養成校における指導内容を教えてほしい。 40 14.7% 

３．実習生の様々な情報を得て、実習生への理解を深めたい。 35 12.9% 

４．自園の保育士の育成や指導について相談したい。 3 1.1% 

５．自園の保育内容等について具体的なアドバイスをもらいたい。 2 0.7% 

６．最新の保育の動向や制度について教えてほしい。 4 1.5% 

７．特にない 4 1.5% 

８．その他 8 2.9% 

合計 272 100.0% 
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事前課題:設問 8 

設問７で「8．その他」を選択の方は、具体的な理由をお書きください。（0 字～30 字） 

（回答より２件抽出） 

 

 

１２） 受講者による研修内容の評価（研修直後およびアンケート調査の結果） 

  研修直後およびアンケート調査の回収率は以下の通り。評価結果に関しては、「全受講者」と並列し、「主任保育

士」と「主任保育士以外」のデータを記載する。 

 

受講者数 研修直後の回収数・回答率 

274 256 93.4% 

 

①「研修のねらい」の達成度について 

1. 保育士養成校と学生の実情を把握する。 

2. 保育所実習における指導の方法と理論について学ぶ。 

3. 実習指導者としての専門性を高める。 

 

以下、6 段階から、当てはまる数字を選択する。 

1．全く達成できなかった 

2．達成できなかった 

3．あまり達成できなかった 

4．少し達成できた 

5．達成できた 

6．大いに達成できた 

  

（平均値） 

平均値 ねらい 1 ねらい 2 ねらい 3 

全体 4.80 4.56 4.45 

主任保育士 4.84 4.57 4.50 

主任保育士以外 4.77 4.55 4.42 

 

② 各講義の内容の理解度について 

以下、6 段階から、当てはまる数字を選択する。 

1．全く理解していない 

2．理解していない 

3．あまり理解していない 

4．少し理解している 

5．理解している 

6．完全に理解している 

 

1 実習生を受け入れていないため。

2 学校側と保育園との情報交換を行なう。
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（平均値） 

平均値 
保育実習の 

社会的役割 

保育実習をめぐ

る諸課題 

保育士の養成 

と保育実習 

保育実習 

指導の基本 

保育実習 

指導の実践 

全体 4.77 4.73 4.72 4.60 4.60 

主任保育士 4.75 4.76 4.75 4.60 4.62 

主任保育士以外 4.78 4.72 4.71 4.60 4.58 

 

③ 各講義の内容の活用度について 

以下、6 段階から、当てはまる数字を選択する。 

1．全く活かせない 

2．活かせない 

3．あまり活かせない 

4．少し活かせる 

5．活かせる 

6．大いに活かせる 

 

（平均値） 

平均値 
保育実習の 

社会的役割 

保育実習をめぐ

る諸課題 

保育士の養成 

と保育実習 

保育実習 

指導の基本 

保育実習 

指導の実践 

全体 4.92 4.91 4.94 4.80 4.84 

主任保育士 4.95 5.01 4.97 4.86 4.96 

主任保育士以外 4.90 4.85 4.92 4.77 4.77 

 

本研修会の講義に対する受講者からの意見・提案について 

（自由記述より多数意見を抜粋） 

「養成校、学生の実情・課題などよく理解できた」「今後の受け入れ、指導の見直し・ヒントになった」「将来、同僚

になるかもしれない人材の育成だということに改めて気付かされた」等、後進の育成という意識を持ち、今後、実

習指導を行っていきたいという意欲的な意見が多くあった。 

グループワークについては、他園のマニュアルを見る機会や他園の受け入れの工夫など、意見交換ができたこ

とで有意義な討議ができたという意見が多かった一方、同県同士のグループからは、別の県の実態を聞いてみ

たかったという意見があった。 

グループワークの際、実習生を受け入れている施設と受け入れがない施設が混在していたグループや、受け入

れを行っていない施設だけのグループについては、受け入れがない施設の受講者がなかなか実習生の姿が見

えていないため、話し合いが難しく、やや消化不良であったとの意見があった。 

２日目は、前半が２時間（「保育士の養成と保育実習」）と後半が４時間半（「保育実習指導の基本」）の講義２コマ

だったが、前半は養成校と学生の実態を学ぶには時間が短すぎる、昼食後の後半は、講義中心であったため、

集中力に欠けてしまったという意見があり、時間配分の改善を求める意見があった。 

３日目にグループワークがあったことで、学んだ事を総合的にまとめることができ、自分や働いている園で何が必

要なのか明確になった。研修内に連動性があったという意見があった。 
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本研修会の運営に対する受講者からの意見・提案について 

（自由記述より多数意見を抜粋） 

1 日目と 3 日目が半日だけなので、主任が現場を不在にするのを極力減らすためにも、日数を短くしてほしいと

いう意見があった。 

研修会場に清潔感があり、快適に研修期間を過ごせたという意見があった。 

受講者対応、オリエンテーション、司会に関しては、好評であった。その他、多数の御礼等があった。 

 

 

３． 研修の事後評価の結果（改善策の提示含む） 

 

 「１２） 受講者による研修内容の評価（研修直後およびアンケート調査の結果）（以下、アンケート結果）」では、①

研修のねらいの「達成度」、②講義内容の「理解度」、③保育所等の運営・保育実践（実習指導等）に活かせるか

の「活用度」を 6 段階で評価している。その他、各評価となった理由の自由記述、良かったと特に感じた講義、良

くなかったと特に感じた講義に対しても、自由記述で意見を得ている。研修会全体および研修内容に関して、当

事業が今後もよりよい方法で実施されるよう主催者としての意見・提案・改善点等を提案する。 

 

（１）研修会ごとの事後評価 

主任保育士研修会 

№１ 研修全体の内容・構成 

意 見 

提 案 

改 善 点 

研修内容は、実施要領及びシラバスの通り。 

講師が同一科目で各回講師が変わったが、事前に同一科目の講師が連携を取ることにより、

講師が異なっても研修全体の方向性を共有し一貫性をもって運営ができ、研修内容の重複が

なかった。 

各講義の振り返り内容を確認すると、研修シラバスに記載の研修内容を学べたと思える記述が

大半を占めており、シラバスに則った研修が展開されたと思われる。これは、事前にシラバスを

受講者に知らせることにより、受講者自身が研修のねらいや内容を理解して研修に臨んだこと

により、研修の活用度の評価が高くなった結果ではないかと考えられる。 

また、「保育所等における主任保育士の役割」「保育所等における人材育成」は、半日もしくは

１日通してグループワークを実施したが、他者の考え方や価値観を知り、課題の共有や改善策

をじっくりと話し合えるなど、受講者同士の良い情報交換の場となったことが良かったという意見

が多く、効果的な手段や解決策を受講者自ら導き出し、今後に活かすための有効な講義セッシ

ョンだったと思われる。 

近年、養成校などでもアクティブ・ラーニングが取り入れられている。現任研修においても、ワ

ークシート、実践映像などの素材、ロールプレイ、グループワークなどを活用した、研修デザイン

が今まで以上に必要と考えられる。 

№２ 研修会の開催について 

意 見 

提 案 

改 善 点 

【対象について】 

実施要領「研修の対象」の通り、①主任保育士・主幹保育教諭 ②保育所等の副主任保育士・

指導保育教諭及びそれに準ずる保育士・保育教諭を主な対象として募集を行ったが、大阪開

催は定員に余裕があったため、①②を受け入れたものの、東京開催の受講申し込み希望者に

ついては、①だけで定員を超えたため、②の方を受講不可とした。このため、今後は対象の整
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理などの改善が求められる。（公設公営については、主任保育士の定義が定まっていない自治

体もあるので、実情に応じて、対象以外の役職の方も受け入れている）   

対象者について、改善を行うのであれば、主任保育士としての経験年数で開催を分けるなど

対象者を絞ることにより、さらに講義内容が焦点化するのではないだろうか。 

なお、対象者を選別した結果、東京開催については、①のみ、大阪開催については、①②で

はあるものの、対象が絞られた分、講義内容の焦点化が明確になった面があった。受講者から

の記述においても、勤務先種別や役職が同じだということでワークショップの議論が深まったと

いう意見とも一致している。 

 

【実施時期・研修時間について】 

12 月～1 月にかけての実施であったため、天候や風邪などの体調の不安などがあり、早めの

時期の開催を望む声があった。また、遠方からの参加者への配慮として、最終日の終了時間を

早めることを望む声もあった。 

 実施時期については、募集時期を早めることができれば、年末に４開催集中させることなく、時

期をずらしながら実施することが可能かと思われる。 

また、最終日の終了時間についても、講師の手配が早めに行えるのであれば、調整が可能

かと思われる。 

実習指導研修会 

№１ 研修全体の内容・構成 

意 見 

提 案 

改 善 点 

研修内容は、実施要領及びシラバスの通り。 

企画委員が講師を兼ねることで研修全体の方向性を共有し一貫性をもって運営ができた。 

各講義の振り返り内容を確認すると、研修シラバスに記載の研修内容を学べたと思える記述が

大半を占めており、シラバスに則った研修が展開されたと思われる。これは、事前にシラバスを

受講者に知らせることにより、受講者自身が研修のねらいや内容を理解して研修に臨んだこと

により、研修の活用度の評価が高くなった結果ではないかと考えられる。 

２日目（「保育士の養成と保育実習」「保育実習指導の基本」）は、2 時間＋４時間半の講義２コ

マだったが、前半は、養成校や学生の実態を理解する重要な講義であったが、情報量が膨大と

いうこともあり、時間が足りなかったという意見や後半は、休憩を適宜はさみ、グループワークも

多少入れたものの、やはり講義中心であったためか、１テーマの講義が長すぎるという意見があ

り、時間配分の改善が必要かと考えられる。 

近年、養成校などでもアクティブ・ラーニングが取り入れられている。現任研修においても、ワ

ークシート、実践映像などの素材、ロールプレイ、グループワークなどを活用した、研修デザイン

が今まで以上に必要と考えられる。 

№２ 研修会の開催について 

意 見 

提 案 

改 善 点 

【対象について】 

実施要領「研修の対象」の通り、保育所等において、保育実習の実習指導を行う者を主な対象

として募集を行ったが、実際には、多様な役職の方々が受講していた。 

実習指導者向けの内容としているものの、実際には実習生を受け入れしていない施設や受け

入れを検討している施設からも参加もあったため、受講者からの記述からもわかるように、グル

ープワークの内容によっては、議論が深まらなかったことへの指摘もあった。 

対象者について、改善を行うのであれば、保育実習を実施する施設に限るなど対象者を絞る
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ことにより、講義内容が焦点化するのではないだろうか。 

 

【実施時期・研修時間について】 

施設長や主任等の管理職が受講する場合、現場を不在にするのを極力減らすためにも、1日

目と３日目が半日だけなのであれば、日数を短くすることを望む声もあった。 

 保育実習にテーマを絞った研修であり、内容が重複しやすくなるため、さらに内容の的を絞

り、時間を短縮することは可能かと思われる。 

 

（２）評価者（アセッサー）による事後評価 

 

  ①研修会テキスト、報告書案等により、評価者（アセッサー）による事後評価をヒアリングした。    

 

   評価者 高山 静子（東洋大学准教授） 

日 時 平成 30 年 3 月 30 日（金） 10:00～11:00 

会 場 東洋大学 朝霞キャンパス 高山研究室 

議 題 （１）主任保育士研修会の評価について 

（２）保育所等実習指導研修会の評価について 

（３）研修事業全体の事後評価（改善策の提示含む） 

（４）その他協議が必要な事項等 

 

 ②評価者の評価について 

 

【主任保育士研修会】 

・研修会において、ワークショップと講義が組み合わされているところが評価される。講義の中でも、保

育の実践映像を使った事例検討を取り入れるなどの工夫がされている。 

 

・養成校教員が講義で映像を使用する場合、その選定や保育の実践の読み取りに偏りが出てしまう場合が

ある。先進的に取り組んでいる保育実践者と養成校教員とを組み合わせるなどの工夫により、客観的な視

点を加えて保育実践の根拠づけを行う。また、その際は主任保育士としての園内での工夫や実践など、組

織的な対応をテーマにする。 

  

・保育制度の動向については、主任保育士としてこの講義の中から、何を自園に戻って保育者に伝えない

といけないかの話し合いの時間をとることが必要。 

 

・主任保育士は人材育成について高い関心を持っている。人材育成については養成校教員の理論だけなく、

保育現場の好事例を複数紹介するなど、より実践向けにすることによって、研修効果を高めることができ

る。 

 

・受講者の施設種別が多様なので、グループワークに際しては、施設種別や定員規模でグループを分ける

などの配慮が必要。 
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【保育所等実習指導研修会】 

・実習指導に伺った際に体験的にこの研修の効果を複数聞いた。事後評価の結果をみても活用度の平均値

が高い。実習指導の質、学生に対する効果が確実に上がってきているので、今後も継続して実施してほし

い。 

 

 ・講師陣が全て養成校教員となっている。「保育実習指導」がテーマの実践的な研修会なので、保育現場で

の体験談、複数の実践事例など、保育実践者を講師として活用することで、より研修効果を高める。 

 

 ・園長、主任保育士、リーダー保育士と、多様な受講者が多様な目的で参加されている。グループワーク

の際には役職別グループや課題別グループなどの配慮をすることで、より研修効果を高める。 

 

・実習指導の方法について保育現場と養成校教員が連携、共通理解を図るために、保育者養成校教員も受

講対象者として、保育現場の人たちがどのような内容を学びたいと考えているか、実際に学んでいるかを

知ってもらうことは有効。 

 

【全体について】 

・受講環境や研修の運営方法についても受講者の評価が高い。こうした受講環境の整備は、研修会講師の

力を発揮することや、受講者のモチベーションや集中力など、受講者の学びに直接影響する。キャリアア

ップ研修などで多様な事業体が研修事業に参入する中で、引き続きよりよい研修環境整備に努め、よりよ

い研修内容も含めて発信をしてほしい。 

 

・小規模保育施設などは、保育者の配置等により集合研修への参加が難しく、外部研修によって質を上げ

ることが難しい。地域の専門家などによる巡回指導など、新たなシステムを検討してはどうか。その際、

巡回指導者についての研修会を実施する。 

 

 

４． 納品物品 

 

① 事業実績報告書 

② 研修シラバス 

③ 実施要領 

 

【担 当】   社会福祉法人 日本保育協会 研修部 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 1-6-2 アーバンネット麹町ビル 6 階 

電話：03-3222-2115（研修部直通）  FAX：03-3222-2117 

メール：kensyu@nippo.or.jp（研修部） 

URL：http://www.nippo.or.jp/guide/ 
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